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夕一ビダイトの話(3)

古海底扇状地堆積物を斬る(L実態編ジ

徳橋秀一(大阪出張所)

ShuichiT0KU且AsHI

1.はじめに

大陸斜面を切る多くの海底谷の末端部に海底扇状地が

存在することこれらの海底扇状地がタｰビダイトの堆

積地形であることを明らかにしたのはアメリカ合衆国

を中心とする戦後の世界の海洋地質学の基本的な成果の

一つであった･すなわち海底扇状地はタｰビダイト

の巨大な集積地であり現在そこではフリッシュなる

地層が形成されているのである.しかし当然のこと

ながら現在の海底扇状地は海底奥深くにありその堆

積物を充分に観察することは不可能に近い.一方現

在地表に露出するフリッシュ堆積物の中には遠い昔海

底扇状地を形成していた古海底扇状地堆積物があるに違

いない･そのような堆積物の一例としてここでは

房総半島に分布する新第三系清澄層をとりあげてみよう･

2.海底扇状地成長モデル及び岩相提携モデ

ルの弱点

A･海底扇状地成長モデルの弱点

戦後の海底扇状地に関するデｰタの急速な蓄積により

1970年に放ると海洋地質学の分野から次々に海底扇状

地成長モデルが提出され更に陸上の地質学者による

海底扇状地岩相提携モデノレヘと発展していったことは

既に述べた通りである(タｰビダイトの語2地質ニュｰス

336号)･現世海底扇状地に関する多くの研究成果が

陸上のフリッシュの成因解明に多大な影響と刺激を与え

1970年代にフリッシュの研究における第2期の隆盛期を

もたらしたわげである.

しかしながら現世の海底扇状地を対象とした海洋地

質学的研究成果から生まれた海底扇状地成長モデルに弱

点がないわけではない｡それは海底扇状地のごく表

層部の堆積物と地形に残された情報によってつくられた

成長モデルであることすなわち既に充分に成長した

海底扇状地のごく最近の堆積現象をモデル化したに過

ぎないということである.したがって海底扇状地が

形成される初期の過程あるいはその骨格が形成され

る途中の段階については特に言及することができず

海底扇状地の本来の成長モデルとしては大変不充分な

成長モデルであるといえる.海洋地質学の研究方法の

強みが一方では制約となり弱点ともなっているわけで

ある.

現世海洋地質学的研究成果のもう一つの弱点は海底

扇状地以外のタｰビダイトの集積地(たとえば海溝や舟状

海盆海釜縁海など)での堆積物と堆積作用の特徴か海

底扇状地ほどには充分に明らかにされていないことであ

る.,このことが海底扇状地での堆積物と堆積作用を

特徴づける上で一つの障害となっているといえる.こ

のことは特に地質時代のフリッシュ堆積物の堆積作用

を明らかにする上で一つの障害であり不安材料となっ

ている点に特に留意されなければならない.

巫.海底扇状地岩相提携モデルの弱点

一方陸上の地質学者によってまとめられた海底扇状

地岩相提携モデルの弱点は何かといえばそれは基本

岩相の観察や記載の点では格段に豊富で有利であって

もそれらの提携モデルとなると直接に実際の地層か

ら確かめられたあるいは合理的に帰結された例は極めて

少なく大部分現世海洋地質学の成果成長モデノレに依

存していることである.それは多くの場合フリッ

シュの産状が構造的に複雑で断片的なことが多いこと

岩相相互の関係を明らかにするための有効な鍵層を欠い

ていることなどに原因がある.したがってAで指

摘したような成長モデルのもつ弱点が克服されておらず

基本的にはそのまま受け継がれているといえる･

C.古海底扇状地堆積物の3次元解析がもたらすもの

さてもし今ここに比較的よくまとまった古海底扇

状地堆積物と思われる地層がありその地質構造は比較

的簡単で地表で面的な分布を示し露出も良好がつ多

くの有用な鍵層を挟在しているためにその地層の堆積

･積成過程が3次元的に解明できるとしたら海底扇状

地の成長モデルや岩相提携モデルの弱点を克服する上で

そのよう荘地層及びその解析結果は大変貴重な材料を

提供することになる.房総半島の安房層群清澄層は正

にそのような地層である.この清澄層の3次元解析は

T0KUHAsHI(1979)によってなされ清澄層の堆積･積

成過程の復元カミ試みられた｡このようた3次点的な解

析によって古海底扇状地堆積物の内部構造と具体的な�
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形成過程が導かれた例はWALKER(1980,p.1107)

も指摘しているように世界的にも極めて少ない.以

下ではこの清澄層に焦点をあてその3次元解析の内

容とそこから導き出された清澄層の堆積･積成過程を紹

介しなせ清澄層が古海底扇状地堆積物と考えられるの

かを明らかにしよう･またそこから生まれてきた新し

い問題点従来の海底扇状地成長モデルや岩相提携モデ

ルとの関連についても簡単に言及することにする.

3.安房層群清澄層

清澄層の名前はその昔日蓮がr南無妙法蓮華経｣

の悟りを開いたとされる清澄寺のある清澄山に由来する

(脇水1901).清澄山からは黒潮躍る太平洋を眼下に見

渡すことができる.この太平洋に面する清澄山から

東京湾に面する鋸山にかけての東西約40kmにわたって

伸びている山地群は清澄山系とも房総丘陵ともよばれ

房総半島の屋根を形成している.たとえば房総半島

における主要な河川西から湊川･小糸川･小櫃川養

老川などはみなこの清澄山系に源を発し北流したの

ち西流して東京湾に注ぐ.ただ更にその東にある夷隅

川だけは北流したのち東に曲がり太平洋に注いでいる

(第1図).

清澄層は主に砂岩と泥岩の互層からなる最大層厚

850m前後の地層であるが砂勝ち互層(砂質フリッシュ)

を主体としているために清澄砂岩ともよばれている.

清澄砂岩の分布域は主に小糸川以東の太平洋岸までで

西部の湊川流域から東京湾岸にかけて分布する泥勝ち互

層ないし泥岩からなる稲子沢泥岩とは同時異相の関係

にある.ここでは便宜上この稲子沢泥岩を含めて清

澄層とよぶことにする(写真1).

第2図に示すように清澄層は半島中央部では東

西に伸びたS字状の分布を示すカミこれは小糸川から

養老川にかけて西北酉東南東方向に伸びる一対の開

いた背斜軸と向斜軸をもつ摺曲構造によって規制されて

いるからである･このうち北側の背斜(清澄背斜)の

軸部は小糸川と小櫃川(の支流である笹川)の間で構造的

な凹部を形成しつつも養老川流域まで追跡される.

清澄層の下位には泥岩を主体とした天津層(天津泥岩)

上位には泥勝ち互層を主体とした安野層(安野互層)が分

布する(写真2)･これらの地層が清澄山系の主体を構

成しているわけで先に掲げた房総半島の主要河川は
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第1図房総半島の主要河川水系図

写真1

清澄層の砂勝ち互層

小糠州上流の七里川河床細く出ている部

分が泥劣層一部断層でずれている�
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第2図房総半島中部域の地質図

中嶋ほか(1981)に加筆修正

多くの場合これらの地層の分布域に源を発しているわ

けである.清澄山系の南には加茂川の流れる鴨川低

地をはさんで嶺岡山系が対時しそこには安房層群

の基盤である嶺岡層群やそれを貫くかんらん岩(蛇紋岩)

類や枕状溶岩を伴う玄武岩類が分布する.

なお安房層群の層序についてはタｰビダイトの語1

清澄層と天津層の境界(清澄山)

下位の黒っぽい部分カミ天津層で上位の清澄層の基

底付近にはレンズ状の砂岩層が観察される清澄寺

への参拝客を運ぶ観光バスが最後のアクセルをふか

せているところ

顯岡山地の北欄領岡山地の商悩

写真2

の第1図(地質ニュｰス334号P.42)か中嶋ほか(1981)を

参照されたい.

4.凝灰岩鍵層の役割

清澄層にはその上下の地層である安野層や天津層と

ともに多数の塩基性一酸性の凝灰岩層が含まれている.

これらの凝灰岩層の個々の産状は色調･粒度･層厚な

どの点においてかなり変化に富むが同一凝灰岩層の産

状･特徴は広い範囲にわたって相当安定している.

したがって目立った特徴をする凝灰岩層は広域的な鍵

層として極めて有効である.

たとえば安野層の最下部の清澄層との境界付近に

出現する鍵層An1は厚さ20cm前後の軽石質な凝灰岩

層であるが下部よりも上部により粗粒な火砕物質を含

む逆級化現象で特徴づけられ野外では“さかさ"タフ

と名づけられている･この特徴は安野層の分布する

全域で認められる(写真3).天津層最上部の清澄層

との境界付近で見出されるAm98は厚さ20-30cmの主

に比較的粗粒なスコリア粒からなるスコリア質凝灰岩層

であるが色調及び粒度から上下3段に区分される.

特に最下部のやや細粒な優黒色部カミ特徴的である(写真

4).Am98の前後にはスコリア質凝灰岩層が何枚�
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写真3

凝灰岩鍵層An1

特徴は本文に記した

通りで通称“さか

さ"タフ

写真4

凝灰岩鍵層Am98

通称“黒潮"タフ

もあるカミ他よりも厚く上記のような特徴を有している

ことから“黒潮"タフと名づけている.この他目

立つ色(白色やピンク色など)･層状構造･特異な内部堆積

構造匁どの特徴を有する凝灰岩層は単一で鍵層として

利用することができる.

一方一枚一枚の凝灰岩層はそれほど特異な特徴を

有していなくても上下に相前後して出現する凝灰岩層

の組合せによって有効な鍵層とすることもできる.

たとえば清澄層中の鍵層ky12は粗粒なスコリア質凝

灰岩層とゴマシオ状の凝灰岩層との組合せによって容易

に識別することができる(写真5)一

このようにして多数の凝灰岩層カミ鍵層として利用で

写真5凝灰岩鍵層Ky12通称“金時豆"タフ

き最終的にはほとんどの凝灰岩層を広域的に対比す

ることが可能となる.そしてこのような同一時間面を

示す凝灰岩鍵層によって一つの累層をいくつものユニ

ットに区切りそれぞれのユニットの岩相や厚さの変化

を知ることによってもとの累層の構成的特徴(内部構

造)を3次元的に明らかにすることができる.また

それぞれのユニットの形成過程を個別的･具体的に明ら

かにすることカミできれば累層全体の積成過程を如実に

再現することも可能となる･古海底扇状地堆積物であ

る場合にはこのような方法によって海底扇状地の具

体的な形成過程がすなわち段階的な発達過程カ湖ら

かにされることが期待されよう.

清澄層の解析にあたっては6つの主鍵層(下からAm

98･ky8･ky12･ky21･ky26･An1)によって清澄層を5

つのユニットに区切ることにする･これらの主鍵層は

上下の累層(安野層･天津層)との境界付近に出現するAn1

やAm98を除くとどれも清澄層中の厚い砂勝ち互層

中にはさまれた厚さ20m以下の比較的うすい泥勝ち互

層ないし泥岩層中に含まれるもので清澄層の堆積期間

中でも混濁流の活動が弱体化校いし休止した時期に形

成されたものである(写真6)･

5.清澄層の3次元解析

A.清澄層の岩相分布

フリッシュ層に関連して観察される種々の地層･岩相

を記号化して統一的に表現しようとする試みが海底扇

状地岩相提携モデルの基礎としてMUTTI&RI㏄I

LU㏄HI(1972)やWALKER&MUTTI(1973)によって提�
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案されたことは既に述べた通りである(地質ニュｰス336

号).しかしフリッシュの岩相を記号によって表現

し岩相相互の関係の解明や表現･記載に役立てようと

する試みそのものはより古くから各地で行われていた

ようでDzULYNsKI&WALT0N(1965)の例(第3図)

は1960年代の一つの代表的たものであろう.

筆者も清澄層の研究にあたっては独自の岩相の記

号化を行い既にルｰトマップの調査の段階から適用し

ていたのであるがその内容を第1表に示す.区分の

大枠は結果的にDzULYNsKI&WALT0N(!965)のそ

れ(第3図)に同じであるがタｰビダイト砂岩の厚さや

タｰビダイトを除いた半遠洋性堆積物(泥質岩)の粒度な

どの情報も含ませより細かく区分している点に特徴が

ある･清澄層の各ユニット毎の岩相分布を第1表の

記号に従って表わしたのが第4図である.半島の中･

東部域ではbグルｰプす校わち砂勝ち互層の分布

写真6砂勝ち互層中にはさまれる泥勝ち互層

左側の凹みの部分カミ凝灰岩鍵層Ky21(Hkタフ)

小櫃川上流猪の川

第1表記号による岩相区分

記号�岩相��特徴

a�含礫砂岩��砂岩中に小円礫の大小密集体.大小の泥岩同時侵食礫が頻繁に産出.泥岩のはさみなし

���砂岩と泥岩の比が5より大きい

��b0�泥岩のはさみなし.厚い砂岩が合体した複合層

1〕�砂勝互層'�b1�泥岩のはさみあり.単層の厚さ2m以上の砂岩が主体

��b2�泥岩のはさみあり.単層の厚さO.5m-2mの砂岩が主体

��止3�泥岩のはさみあり.単層の厚さO.5m以下の砂岩が主体

C�ノルマル互層��砂岩と泥岩の比が1より大きく5より小さい

d�泥勝互層��砂岩と泥岩の比がほぼ1か1より小さい

e�泥岩��厚い泥岩1稀にっすい砂岩のはさみあり

��d0,e0�主にシルト質砂岩からなる

��d1,e1�主に砂質シルト岩からなる

�泥質岩の粒度によるd,eの細分�d2,e2�主に粗粒シルト岩からなる

��d3,e3�主に中粒シルト岩からなる

��d4,e4�主に細粒シルト岩からなる

愀

扣

第3図DzULYNsKI

&WALTONによる

岩相区分図

細長い堆積盆の一方

の端(左端)に供給口

がある場合の想像岩

相変化及び分布図

DzULYNsKI&･WA

LT0N(1965)を改変�
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か圧倒的に多いことカミわかる.つまり清澄砂岩の分

布域が半島の中･東部域であることを示している.こ

れに対して半島西部の湊川流域ではdやeのグノレｰ

プすなわち泥勝ち互層や泥岩の分布域であることが

わかる･これは既に述べたように湊川流域以西の

地域は稲子沢泥岩の分布域になっているからである.

岩相a(含礫砂岩)は下の3つのユニット及び最上位

のユニット中にいずれも周りをbグルｰプにかこまれ

て局所的にみられる｡最下部のユニットでは半島の

東南部域にややまとまって分布している(写真7･8).

岩相｡(ノルマル互層)はbグルｰプとdグルｰプの間

で局所的に観察されるに過ぎない.

dグルｰプ(泥勝ち互層)やeグノレｰプ(泥岩)を構成す

る半遠洋性(現地性)堆積物(泥質岩)は主に中粒ないし

粗粒シルト岩であるか小糸川下流(三島ダム周辺やその

西方)では例外的により粗粒な岩相e1(砂質シルト岩)な

いしe0(シルト質砂岩)が観察される.この地域は構造

的には清澄背斜の西側延長部にあたり短軸性ないし

箱形の背斜構造が観察されるところである(第2図).

このように特に粗粒な堆積物の場合にはタｰビダイ

ト砂岩ははさまれず次の図でもわかるように各ユニ

ット(各鍵層間)の厚さも特にうすくなる､半島中･東

部域に分布するbグルｰプ(砂勝ち互層)にはさまれる

半遠洋性堆積物(泥質岩)は大部分中粒ないし粗粒シル

ト岩で一部細粒シルト岩も観察される･

遍.清澄層の層厚変化

少糸｣l1小柵'1川

､洲

�㈶��

��

養老川

祉

写真7含礫砂岩相の一露頭(Am98-Ky8ユニット)

多数の古期岩礫カミ密集して産出し泥岩層のはさみは

削られて観察されない古期岩礫は後述の第1グルｰ

プの礫清澄山東袋倉林道入口付近^

写真8

含礫砂岩相の一露頭(Ky26-An1ユニット)

古期岩礫とともに多数の泥岩偽礫を伴っている古期

岩礫は後述の第2グノレｰプの礫小糸川支流(旅名)第

7図のb地点

��

へ

����

�

㍍､

Am軍8-Ky8

���　

自km

第4図清澄層のユニット毎の岩相分布図

b12はb1及びb2両方の岩相が含まれていることを示す

他も同じ�
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Ky26･An1

㌧三

合小糸川下流域でのこれらのユニットの厚さはそれ

ぞれ46mに過ぎない.このようにうすくても各ユ

ニット中の種々の凝灰岩鍵層はうすくなりつつもほぼ残

っていることから地層の一部衣いし大部分が欠落した

ために各ユニットの厚さが特にうすくなったとは考え

られず半遠洋性(現地性)堆積物の粗粒化･堆積環境と

密接に関係しているものと考えられる.

Ky孝1-Ky26｡

寮∴

ミ･'､

Ky8-Ky12･

脇れ＼＼

戸

辿｡｡｡

第5図清澄層のユニット毎の層厚変化図

1.含礫砂岩(岩相a)

2.砂勝ち及びノルマル互層(岩相b･c)

3･泥勝ち互層及び泥岩(岩相d･e)

清澄層の各ユニット毎の層厚変化を第5図に示す.

この図では岩相についても1｡含礫砂岩(岩相･)2.

砂勝ち互層ないしノノレマノレ互層(岩相b･･)3.泥勝ち

互層ないし泥岩(岩相d･e)の3つの主要岩相で示し

てているので岩相と層厚との関係もある程度対応づけ

て考えることができる.一般に3｡→1.→2.の順に厚

くなり2.→1｡→3｡の順にうすくなる各岩相記号毎

に並べるとb→a→c→d→eの順にうすく校る.

さらに同じeグルｰプの場合でも半遠洋性堆積物の粒

度が特に粗いところではたとえば構造的凸地にあたる

小糸川流域(三島ダム周辺とその西方域)では粒度の細か

いところ(湊川流域)に比べて更にうすくなる(第4図と第

5図を比較せよ).たとえば下位の3つのユニットの場

次に各ユニット毎の層厚変化の程度を比較すると

上位のユニットほどその程度はゆるやかで下位のユニ

ットほどその程度が大きい傾向が認められる､最下位

のユニットの場合層厚変化は最も顕著で特に半島中

央部の南北方向での層厚変化は極端である.すなわち

北側の背斜北翼部(北列)と南翼部(中列)では厚さ10

mないし数mの泥岩層が4-5km南方の向斜南翼部(南

列)では厚さ300m前後の砂質フリッシュ層に変わっ

ているのである･この場合にもユニット中の凝灰岩

鍵層(たとえばKy4)がほぼ全域で観察されることから

北側の背斜両翼部で大規模な地層の欠落が起きたと

は考えられずもともとの層厚変化を反映しているもの

と考えられる.このような半島中央部南北方向での南

方への層厚増大は最下位のAm98-Ky8ユニットの場

合に特に極端であるがこの傾向はその上のKy8-Ky

12ユニットKy12-Ky21ユニットまでつづきその上

のKyぞ1-Ky26ユニットになると北方増大の傾向に転

換し最上位のKy26-An1ユニットになるとこの傾向

カミ更に強くなる.

下位の3つのユニットにみられる含礫砂岩の規模(拡

がり･厚さ)は最下位のユニット中のものが最も大きく

上位へ縮小する.そして分布する位置はユニット毎

に不連続的に移動している.含礫砂岩の分布域では

どのユニットの場合でも上方細粒化･上方薄層化の地

層断面が認められる.すなわち大小の泥岩偽礫と大

量の古期岩円礫を含み下位層の侵食によって泥岩層の

はさみを残さず不規則な境界面で互いに接する含礫砂

岩相(岩相a)は上方へ徐々に礫の含む割合を減らしな

がら複合砂岩相(岩相bO)に変わりさらに砂勝ち互層相

(岩相b1～b3)を経て主凝灰岩鍵層をはさむ比較的うす

い泥勝ち互層相(岩相d)ないし泥岩相(岩相･)へと変わ

る地層断面が観察される.

C･清澄層に含まれる礫の大きさと組成

清澄層の主体は砂勝ち互層を構成する厚層砂岩であ

りその粒度は粗～中～細粒砂が主体であるかときに

はこれらの砂を基質として古期岩の礫が観察される.�
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時に岩相aすなわち含礫砂岩の分布域では大量の古

期岩礫が密集して産出する｡その際大小の泥岩偽礫

(同時侵食礫)を大量に伴っていることも珍しく校い(写

真7･8)･この他砂勝ち互層を構成する厚い砂岩層

の基底付近には細粒の古期岩礫の散在がふつう観察さ

れる･このように清澄層中に観察される礫のうち主

に密集して産出する礫の礫径の分布状況を各ユニット毎

に示したのが第6図である.

各地点での外側の白丸ないし上段の数字は一つの露

頭で観察される最大礫径(mm)を示す.内側の黒丸な

いし下段の数字は一つの露頭で大きいもの20個の最大

礫径を測定しその中で大きい方10個の平均礫径を示す.

まず下の3つのユニットに注目した場合礫の分布域が

岩相a(含礫砂岩)の分布域と一致していることは当然で

ある.これら3つのユニットで比較した場合含礫砂

岩相の規模(拡がり･厚さ)が上位ほど小さくなること

は既に述べたが礫径も上位にたるほど小さく放ってい

ることがわかる･いずれにせよ最大で径5cm前後大部

分の礫は径2･3cm以下の中礫(ペブル礫)ないし細礫(グ

ラニュｰル礫)である.一方最上位のKy26-An1ユニ

ットには大磯(コブル礫)も多数含むようなより大きな

礫(円礫～亜円礫)か小糸川から笹川にかけて分布する.

このうち小糸川下流域(三島ダム周辺)では下位の岩相

e0(シルト質砂岩相)を削り込んで分布し含礫砂岩相から

始まる上方細粒化･上方薄層化の傾向を示すが小糸川

上流域(豊英ダム周辺)や小櫃川の一支流である笹川でみ

られる大磯(コブル礫)は最上位のユニットの途中す

なわち砂勝ち互層にはさまれて観察されその厚さも

10m以下であることから第4図では独立した岩相a

(含礫砂岩相)としては認めていない.

次にこれら古期岩礫の組成について検討してみよう.

一定の礫径内の礫組成を各ユニット毎に示したのが第7

図である.これらの礫組成は肉眼的に明瞭に識別で

きるもの以外はすべて鏡下で検鏡したものである.

特に8mm以下の径のものは樹脂で固めて薄片を作

製した･一つの薄片には径4-8mmの礫の場合数

個から10個前後の礫を封じ込めることができる.結果

を数字で示したのカミ第2表である.

各ユニット･各地点を通して礫種の構成が互いに類

似していることがまず指摘される･最も割合の高いの

がチャｰトでどのサンプルでも全体の50%前後を占め

ている｡これらのチャｰトには黒色･灰黒色･灰色

･だいだい色･赤色チャｰトなどの地やや泥質なチャ

ｰトもかなり含まれている､次に多いのか砂岩で全体

Ky26一
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第6図清澄層のユニット毎の礫径分布図

1･一つの露頭における最大礫径

2.10個の礫による最大平均礫径(本文参照)

の20～25%を占めている･頁岩は径8mm以下の礫

ではどのサンプルでも数%前後含まれている.流紋

岩･安山岩･ホノレンフエルスはどのサンプルにも数%

以上含まれている･結晶片岩礫は最上位のユニット

のa･b･c地点では観察されないが同じユニットのd

地点と下位のユニットのサンプル中には必ず数%以上

含まれている.結晶片岩礫はその板状の形態的特徴

から露頭でもその存在はすぐに確認されるがこの結晶

片岩礫カミ見出されないのは第6図で最上位のユニッ

トの特に欠きた古期岩礫(コブル礫)を産出する地点であ

る.ここで結晶片岩礫を含む礫を第1グルｰプの礫

結晶片岩礫を含ま狂い礫を第2グルｰプの礫と便宜上区

別しておこう.第2グノレｰプの礫は最上位のユニット

にのみ見出されるが第1グルｰプの礫は最下位のユニ�
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ットから最上位のユニットまで広い範囲に見出される

(第2表)｡

���㈶

､

さてこれらの礫種の中で特に注目されるのは流紋岩

礫と結晶片岩礫である｡ここで流紋岩礫としたものは

実際はほとんどカミ酸性の溶結凝灰岩である.チャｰ

トなどの石質岩片のほかしぱしば破片化した石英や長

石の斑晶に富み面積で50%以上を占めるもの溶結構造

の発達が顕著なもの石英･長石のほか黒雲母の斑晶を

特徴的に含むものたど変化に富むがこれらによく似た

岩石は足尾山塊の白亜系･古第三系･新第三系中にも

〆簑簑請鶯ぷl1

2一部高変成度の珪質片岩礫を含んでいる.これらの結

晶片岩礫は三波川帯や御荷鉾帯それに領家帯の岩石に

よく類似しているという(千葉大学兼平慶一郎氏談)･こ

れらの3帝は関東山地のほか関東平野の地下にも新

1.[コCh

21慶綴Ss

1驚㊥

1欝◎

蟻㊥｡2､､､¶｡

宕

第7図清澄層のユニット毎の礫組成分布図

円の大きさは測定した礫の礫径の範囲を示す

は第2表参照

�

凡例

･Ky8

第三系ないし第四系の基盤として分布していることが深

層ボｰリングの結果狂とから知られている(石井1962)･

このように礫組成の検討からは清澄層中の礫組成は

どのユニット･どの地点のサンプルをとっても基本的

には互いによく似ておりかなり均質化していることから

これらの礫カミよく似た供給源からもたらされたことが推

定される.またその中に特徴的に含まれる流紋岩礫や

結晶片岩礫は南側の嶺岡山系には分布せず北方の足

尾山塊や関東山地それに関東平野の基盤として分布して

いる岩石と関係が深いことからこれらの礫を含む清澄

層のタｰビダイトの供給源としては北方の可能性が高い

ことが指摘される.事実後述のように第1グルｰ

プ及び第2グルｰプの別を問わず古期岩礫とともに多

第2表清澄層に含まれる古期岩礫の組成(礫種構成)

��㌉����������渉������

a�Ky26-An1�32-64�135�31�55�24�4�6�0�3�6�2､�0�0�

愉�㈶�����������㌉�〉㈹�����

b�Ky26-An1�32-64�84�41�43�21�0�17�0�13�6�O�0�O�第2グノレiプの礫

��㈶���㈭���㌴�〉����〉��伉〉伉

��㈶�������㌰�〉㈵���������

搉�㈶��������������������

������㈭�㌰�㌰����㌉���㌉���

f�Ky8-Ky12�4-8�329�260�49�15�2�7�1�2�1�11�3�9�第1グノレ1プの礫

���������������������伉

�������������㈶���������

�������������㈵������〉〉�

1.測定地点(第7図参照)2･礫の含

まれるユニット3.測定した礫の礫径

範囲(mm)4.礫の測定数5｡薄片

で検鏡した礫数

Ch:チャｰトSs:砂岩Sh:頁岩

Rh:流紋岩GR:花筒質岩An:安山

岩Hf:ホルンフコ｡ルスQR:石英岩(メ

タ･チャｰト及び石英脈岩)MQ:変珪

岩CS:結晶片岩�
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天津層を切る谷状の化石侵食地形とそれを埋めるレンズ状の含礫砂岩の断面図

清澄層で最も大きな谷状化石侵食地形で半島東部の最下位のユニット基底に観察され

大きい含礫砂岩が分布する

数の泥岩偽礫を産出する場合にはこれらの覆瓦構造

(インブリケｰト構造)はすべて北からの供給を示してい

る.

皿.含礫砂岩相基底の谷状侵食地形

第4図で岩相aすなわち含礫砂岩の分布する地域で

はその基底に大枚り小なり谷状校いしチャンネル状

の侵食地形が認められる.たとえば厚さや拡がりに

おいて最も規模の大きい含礫砂岩がみられる最下位のユ

ニット(Am98-Ky8ユニット)では含礫砂岩の分布する

半島東南部地域に最も大きな谷状の侵食地形が認めら

れる･ここでは最大50mにわたって下位の天津層を

削り込みその侵食地形の幅は5km以上に達しておりそ

れを埋めるような位置に厚い含礫砂岩(岩相a)がレン

ズ状に分布しているのである(第8図写真9)｡

このよう狂含礫砂岩基底したがって各ユニット基底に

みられる侵食地形の位置と規模(拡洲と深さ)を各ユニ

その上には清澄層中最も規模の

ット毎に示したのが第9図である.各ユニット毎の侵

食地形の分布位置は含礫砂岩の場合と同じく不運続的

である.この図はまた含礫砂岩の規模が小さいとそ

の基底の侵食地形の規模も小さいことを物語っている.

さらにまた含礫砂岩以外の岩相の分布域すなわち

砂勝ち互層やノルマル互層や泥勝ち互層の分布域では

下位層の侵食がほとんど認められないことも物語ってい

るのである.

犯.清澄層タｰビダイトの古流向

清澄層の大部分を占めるタｰビダイト物質か運搬され

てきた方向あるいはこれらの堆積物を運搬した混濁

流の流れの方向や向きを直接的に示すものとして古流

向の資料は大変重要である.タｰビダイトの場合に最

もよく利用されるものとしてはタｰビダイト基底の底

痕(ソｰルマｰク)とカｰレント･リップル斜交葉理カミあ

るが清澄層の場合この他タｰビダイト砂岩上部に�
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写真9谷状化石侵食地形の基底の一露頭

ここでは下位の天津層を50汕前後削り込んでいて

される天津小湊町奥谷東方(第8図D地点)

含まれる炭化植物片の配列方向大型のスコア(小チャン

ネル)側壁の方向合礫砂岩中に密集して産することの

多い泥岩偽礫群に観察されるインブリゲｰト構造なども

利用することカミできる､ただし古流向の資料はあく

まで得られたその地点での方向や向きを示すものであっ

て直接供給地域を示すとは限らない点に留意しなけれ

ば匁らない.なぜなら混濁流が流れの途中で向きを

変えたり広角度に発散しながら物質を運搬･堆積する

こともよく知られているからである.したがって供給

源そのものの推定はタｰビダイトの物質的枠性すな

わち組成上の特徴を第一に考慮すべきであろう･し

かし古流向の資料カミタｰビタイトやフリッシュの堆

積機構･積成過程を知る上で不可欠であり供給方向を

推定する上でも大変重要かつ魅力的であることには少

しも変わりないといえる.

古流向のうち底痕(写真10･11)やスコア(小チャンネ

ル)の側壁の方向(写真12)炭化植物片の方向などから

得られる資料つまり古流向の方向あるいは方向と向

きの両方がわかる資料を各ユニット毎にまとめたのが第

10図である.清澄層の場合まだ砂岩が半固結状態で

あるために風化面では泥岩層が出っぱっており自然状

態のままで底痕を観察できるのは大変稀である(写真11).

通常底痕の資料はいずれも砂岩部をツルハシ･ピッ

ケル･フォｰク･スプｰンの順で取り除きその下の泥

岩層上面に残された底痕から測定したもので1個の資料

を得るにもかなりの労力を要する･ちなみに清澄層

の場合一つの底面(泥岩層上面)を掘り出すのに約半目

天津層上部の凝灰岩鍵層Am78(Okタフ)を削り込んでいるのカミ観察
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清澄層のユニット毎の谷状化石侵食地形の分布図

数字は最大削り込み量の見積りを示す�
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第10図清澄層のユニット毎の古流向分布図(1)

1.ソｰルマｰク(方向のみ)2.ソｰルマｰク(方向及び向

き)3.炭化植物片の配列方向(方向のみ)4.スコアの

側壁の平均方向(方向のみ)
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第11図清澄層のユニット毎の古流向分布図(2)

1.カｰレントリップル斜向葉理による向き(下流側)

2､泥岩偽礫密集体のインブリケｰト構造による向き(下流

側)

を要するカミ必ずしも底痕(ソｰルマｰク)が観察される

とは限ら恋いから一目に1個の底痕カミ測られればそ

の目の労力(体力の消耗)は報われたということがいえよ

う･一般に同じユニットに属する同一地点の砂岩層

の古流向は向きカミ回じであるとともに方向も互いによ

く似ている(写真10及び第10図).またKy21-Ky26ユニ

ットの例では底痕の方向と砂岩層上部に含まれる炭化

植物片の配列方向がよく揃っていることが指摘される

(第10図)･

次にカｰレント･リップル斜交葉理(写真13)や泥岩

偽礫密集体のインブリゲｰト構造(写真14)などから得ら

れる資料すなわち地層断面の観察によって古流向

の向きが優先的に求められる資料を各ユニット毎に示し

たのが第11図である｡北から南へ運ばれたことを示す

資料が圧倒的に多いことが指摘される.このことは

既に述べたようにタｰビダイト砂岩中に含まれる礫の

組成上の特徴からも支持され両者はよく一致している

といえる.

以上清澄層を3次元的に解析した結果を項目別に示

したカミ次にこれらの資料から清澄層のユニット毎の

形成機構を導き出し古海底扇状地堆積物としての清澄

層の積成過程を浮き彫りにしてみよう･(つづく)�


